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１．はじめに

近年、政府は｢国際社会における名誉ある地位の確立

を図る｣1)ため、国際会議の国内誘致を積極的に推進し

ている。この動きを背景に、地方自治体を中心に｢外来

イベント｣を誘致する努力が行われている。

こうした外来イベントでは、来訪者による地域への

直接的な経済効果のほか、地域の魅力向上や地域外へ

の周知などの効果も期待できる。しかしその効果は、

たとえその規模が大きくても一時的であることが多く、

開催地の PR 効果についても評価が難しい。その原因

として、｢地域外の主催者がイベントを主導し、地域関

係者の参加が少ない｣ことなどが考えられる。

しかし一方で、地域住民の意思に関係なく自治体が

外来イベントを誘致したり、地域の意向が第一に考慮

されないような国家的なイベントが開催されたりする

こともある。そのため、地域の意向が反映されずに開

催される外来イベントの場合は、地域側のイベント活

用戦略が必要である。またそれ以上に、外来イベント

を地域側が活用する具体的仕組みが重要である。

そこで本研究では、北海道洞爺湖サミット(以下｢サ

ミット｣という)に際して札幌市の働きかけで結成され

た｢札幌おもてなし隊｣を参与観察し、外来イベントの

有効活用に関する仕組みを提案した。

２．札幌おもてなし隊の設立と活動内容

サミットでは北海道洞爺湖町だけでなく、メディア

やNGO関係者など、多くの人びとが札幌市を訪れる。

この機会に札幌の魅力を来訪者に伝え、地域イメージ

を普及させたいという動きが、札幌市役所を中心に起

きた。そこで、市役所は｢サミット支援担当部｣を設置

し、地域関係者に働きかけ、連携して来訪者を迎える

ことを提案した。その際に、自由な発想ができる活動

主体として注目されたのが市内の大学生であった。

その結果、市役所の働きかけで、2008 年 1 月に｢札

幌おもてなし隊(以下｢おもてなし隊｣という)｣が結成

された。おもてなし隊には、サミットへの関心や国際

的な体験ができるという動機で、市内の大学から 54

人のメンバーが集まった。しかし大学生は地域の利害

にとらわれない、いわば｢よそ者｣2）であり、地域理解

が不十分で、地域関係者との交渉には不慣れであった。

また、サミットを地域振興に利用したいと考える地

域関係者も存在した。しかし彼らにも、受入れのアイ

ディアが少なく、活動時間も限られるという課題があ

り、小規模な活動にとどめざるを得なかった。

そこで市役所は、おもてなし隊と地域関係者(狸小路

商店街振興組合や北海道ＪＲエージェンシー)を結び

つけることで活動を促進した。実際、狸小路商店街や

札幌駅などで、サミット関連イベントとして、茶会や

書道などの文化体験や来訪者への歓迎の展示物・配布

物の作成などを進めている。ここで、おもてなし隊は

活動の企画立案や実働力の提供、地域関係者は場所や

資源の提供、市役所は調整という役割分担ができた。

３．考 察

外来イベントが開催される際に、誘致した自治体と

地域関係者との間に意識差が見られることが多い。そ

の原因として、イベントの効果と地域関係者の利益が

結びつきにくい、地域関係者に新たな負担が生じるこ

となどが考えられる。

本事例では、地域関係者はサミットを地域振興の機
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会と捉えているが、さまざまな課題も持っていた。そ

こで、市役所はこれらを補完するために、おもてなし

隊と地域関係者との連携を図った。つまり、おもてな

し隊のような｢短期プロジェクト団体｣を設置すること

によって、外来イベントと地域を結びつけようとした。

おもてなし隊の場合、地域関係者は外来イベントを通

じた地域振興などの効果が得られる一方、外来イベン

トの参加者や関係者は地域に良いイメージを受けたり、

交流促進を図ったりすることが期待できる。

しかし、外来イベントに合わせて短期プロジェクト

団体を設置しても、すぐに地域関係者と連携を図るこ

とはできない。特に社会的な実績や信用の乏しい団体

の場合は、そもそも交渉のテーブルにつくことすら難

しい。しかしおもてなし隊の場合は、2008年 1月に設

立したばかりの学生団体であったにもかかわらず、地

域関係者と交渉し、活動を開始することができた。

その背景には、札幌市役所がおもてなし隊の活動を

社会的に認知・承認する｢正当化｣3）があった。これに

よって、おもてなし隊は地域関係者と円滑に交渉がで

きるようになったほか、さまざまな方面から活動の機

会が提供されるようになった。

短期プロジェクト団体の正当化という役割に加え、

自治体には｢現地カウンターパート｣の役割も求められ

る。現地カウンターパートとは、｢援助プロジェクトに

おいて、よそ者と一緒にプロジェクトのために働くこ

とを期待されている人｣4）とされている。自治体は業務

上、地域のさまざまな団体に関する情報やネットワー

クを持っていることが多いため、カウンターパートの

役割に適している。

本事例においても、おもてなし隊だけで協力団体を

探すには、多大な時間と労力を有する。特に外来イベ

ントまでの期間が短い場合、できるだけ早く協働でき

る団体を見つけ出す必要がある。そこで、札幌市役所

が条件に合う地域関係者を見つけ、ある程度事前に説

明を行った結果、おもてなし隊は効率的に地域関係者

と出会うことができた。

ところで、おもてなし隊は地域に直接の利害関係を

持たない学生からなる団体であった。これは地域理解

が不十分であるというデメリットがある反面、目的や

利害でつながりやすい、自由な発想や活動ができると

いうメリットもある。その意味で、自治体が正当化や

カウンターパートの役割を果たせば、｢よそ者｣が短期

プロジェクト団体を担うメリットを大きくできる。

図-1 外来イベントを活用するための仕組み

（サミットにおける札幌おもてなし隊の事例）

４．おわりに

本研究では、北海道洞爺湖サミットにおける札幌お

もてなし隊の活動の参与観察から、外来イベントと地

域を結びつけるには短期プロジェクト団体を設けるこ

とが有効であることを明らかにした。また、短期プロ

ジェクト団体の役割を高めるには、自治体がその活動

を正当化すること、その活動を円滑に進めるために、

自治体が現地カウンターパートの役割を担う必要があ

ることを指摘した。さらに、おもてなし隊のような｢よ

そ者｣が、短期プロジェクト団体として優れた特性を発

揮できることを示した。

今回は地域の中に短期プロジェクト団体を新設する

ことで、外来イベントを活用する仕組みを提案した。

しかし本研究は、例えば災害などのイベントが発生し

た際に、地域外から団体が働きかける際にも応用可能

であると考えられる。

今後も日本において、国際会議などの外来イベント

の開催機会が増加すると予想される。こうした機会を

有効に活用するため、地域の仕組みを明らかにする研

究の重要性はより高まっていくと考えられる。
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